
















【製品】　　レベル１：共通工－レベル２：擁壁工 様式３－２

技術の名称 アデム

開発会社名 前田工繊株式会社、帝人テクノプロダクツ㈱

ＮＥＴＩＳ登録番号 ■登録済み：登録番号【ＫＫ－９８００７９】　　　　　□未登録

申請先の地方整備局 近畿地方整備局　近畿技術事務所

分類 〔レベル１：共通工〕、〔レベル２：擁壁工〕、〔レベル３：補強土擁壁工〕、〔レベル４：連続長繊維補強土工〕

使用可能な工事の種類 造成盛土工、道路盛土工、トンネル坑口部、補強土護岸工の補強土壁

技術名称 テールアルメ工法

その他 使用する補強材料は、建設技術審査証明（建技審証　第０１１９、０１２０号）を取得

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞

イニシャルコスト ８０壁㎡当たり工事費

３，７１５，０１１円/80壁㎡ ２，３０６，８３３円/80壁㎡ 向上（約３８％）

ランニングコスト 対象外 ー ー ー

その他 対象外 ー ー ー

トータルコスト 壁㎡当りの工事費
４６，４３７円/壁㎡ ２８，８３５円/壁㎡ 向上（約３８％）

備考

中 小 ①現行基準値等
③申請技術について実証により
確認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞

構造 設計基準 「補強土(テールアルメ)壁工法設
計・施工マニュアル」　(財)土木研
究センター　による

「ジオテキスタイルを用いた補強
土の設計・施工マニュアル」
(財)土木研究センター　による

各々工法特有の設計基準となっ
ている

すべり線の形状

すべり線固定法(2直線滑り) すべり線変動法(円弧滑り)
各々工法特有の設計基準となっ
ている

施工段階
※仮設工については施工段階の
安全性は含まない。

作業員に対する事故等の発生 ｢土木工事安全施工技術指針｣の
｢第1章総則、第2章安全措置一
般｣による

作業員に対する事故等の実績件
数は0件である。

同等である。

第三者に対する事故等の発生
・第３者に対する事故等の発生
がないこと。
・「土木工事安全施工技術指針」
の「第1章総則、第2章安全措置
一般」による

第三者に対する事故等の実績件
数は0件である。

同等である。

物性 補強材の腐食性、耐薬品性

従来技術は主要構造物が金属で
あり、腐食に対する懸念がある。

本工法の補強材であるジオグ
リットは、環境に優しい高分子材
料(アラミド繊維、ポリエステル繊
維、ポリエチレン)を主材料として
いるため、耐腐食性・耐久性に優
れている。

補強材は、耐食性に優れた材料
であり、耐久性が向上する。

のり面ユニット

－

エキスパンドメタルの表面を耐侯
密着ポリエチレンで被覆している
ため、耐腐食性・耐久性に優れて
いる。

－

植生シート

－
シートに種子および肥料を混入し
ているため、のり面緑化を可能と
している。

－

形状 － － － －

能力 引張特性

ー
アデムは高強力・低伸度の材料
であり、４～６％の伸び率で最大
強力を発揮する。

盛土補強材として一体性に優
れ、品質管理強度および製品基
準強度を満足する適切な引張強
さ特性を有していることが確認で
きた。

クリープ特性

ー

クリープを考慮した設計強度（Ｔｃ

ｒ）に対して、そのひずみは１０
６時

間（約１００年）後も約５％以下で
あり、破断しないものと推定され
る。

長時間にわたる荷重に対する引
張強さの低減は、実用上差し支
えない範囲にあることが確認でき
た。

耐衝撃性

ー

試験体の引張試験の結果、3種
類の盛土材料に対して90％以上
の強さ保持率が認められ、衝撃
による強度低下は極めて少ない
ことが検証された。

適正な施工管理下において、衝
撃後の強さ保持率が確保され、
十分な耐衝撃性を有していること
が確認できた。

耐薬品性

ー

上に述べた衝撃試験後に耐薬品
性試験を行なった結果、90％以
上の強さ保持率が示されており、
薬品による強度低下は極めて少
ないことが検証された。

一般的な施工条件の下では特に
問題の無いことが確認できた。

材料 アデムGタイプ

ポリエチレンネットにアラミド繊維
を挿入したジオグリッドである。

従来は、帯状鋼材であるが、アデ
ムGタイプはネット状であるため
土とのグリップがよく、急勾配盛
土補強などに適する。また、耐腐
食性・耐久性に優れている。

アデムFタイプ
ポリエステル繊維とアラミド繊維
を交織させたグリッド状の織物を
特殊樹脂コーティングしたジオグ
リッドである。

従来は、帯状鋼材であるが、アデ
ムＦタイプは織物であるため柔軟
性があり、軟弱地盤上の盛土補
強などに適する。また、耐腐食
性・耐久性に優れている。

材料 のり面ユニット
ー

エキスパンドメタルの表面を耐侯
密着ポリエチレンで被覆してい
る。

耐腐食性・耐久性に優れている。

植生シート コンクリート壁面のため、緑化は
困難である。

シートに種子および肥料を混入し
ている。

のり面を緑化出来る。

施工 施工性
－

人力や施工機械での運搬や敷設
作業が容易である。

－

品質・出来形

品質・出来形

大

安全性

※労働安全衛生法上の安全
性等は含まない。

耐久性

評価項目

大

テールアルメ工法は、従来からある補強土擁壁工法として高い評価を得ており、数多くの施工実績を有する工法であるため、従来技術として選定した。
本技術の活用により、耐腐食性、耐久性、工期短縮、コスト縮減が期待できる。

経済性

従来技術は主要構造物が金属で
あり、腐食に対する懸念がある。

詳細説明資料

申請者記入欄

申請者記入欄

評価項目

選定理由

　　比較対象とする
　　従来技術



備考

中 小 ①現行基準値等
③申請技術について実証により
確認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞大

申請者記入欄評価項目

完成物 出来高管理基準 補強土(テールアルメ)壁工法設
計・施工マニュアル　6.施工によ
る：(財)土木研究センター

｢アデム技術資料③施工編４．６
出来高管理基準｣の各出来高規
格値に準拠

同等である。

施工管理基準
「土木工事施工管理基準　盛土
補強工」に準拠

｢アデム技術資料③施工編４．５
施工管理基準｣の各施工管理基
準に準拠

同等である。

土中引き抜き試験

－

種々の土質に対しても、形状の
変化もなく、小さい伸び率でピー
ク強度を示すとともに土のせん断
抵抗応力と同程度の値を示し、
拘束効果を十分に発揮した。

通常の盛土材に対して十分な摩
擦特性を有していることが確認さ
れた。

合理化 工程

７．８日/80壁㎡ ５．９日/80壁㎡ 工期の短縮が図られる。

日当り施工量

１０．２㎡／日 １３．６ｍ2／日 施工能力の効率化が図られる。

敷設材料の施工性
補強材が鋼材のため重く、運搬
や敷設の作業性が悪い。

補強材は軽量であるため、人力
や施工機械での運搬や敷設作業
が容易である。

軽量であるため、施工性が向上
する。

現場条件 適用土質範囲（細粒土）

細粒分(74μ以下)の含有量が
25％以下。25～35％の場合、別
途対策が必要。

細粒分(74μ以下)の含有量が
50％以上でも可能。但し、液性限
界ＷＬ＜50％。ＷＬ≧50％の場合

盛土材の沈下が大きくなるため、
改良が必要。

面状の補強材アデムを使用して
いるため、帯状や棒状の補強材
を使用した他の補強土壁に比べ
ると、土質の適用範囲が広い。

適用土質範囲（粗粒土）
最大粒径250～300mm以下。空
隙が残ることによりストリップ表面
の亜鉛メッキが劣化、耐久性にも
懸念がある。大きい寸法の材料
のみの場合、盛土内のストリップ
下面付近に空隙を生じやすく摩
擦効果に対する懸念がある。

特記なし。但し、転圧可能な粒径
である必要がある。

面状の補強材アデムを使用して
いるため、帯状や棒状の補強材
を使用した他の補強土壁に比べ
ると、土質の適用範囲が広い。

適用範囲 適用場所

従来工法は大きな地盤支持力が
必要、適用場所に制限がある。

アデムは全面敷きでかつ加工が
容易で、補強土盛土内への構造
物の構築が可能。柔な土構造物
であるため、大きな支持力を必要
としない。

アデムは全面敷きでかつ加工が
容易で、補強土盛土内への構造
物の構築が可能。

タイプの使い分け

－

・アデムＧタイプ：急勾配盛土の
補強、積みブロック背面盛土の補
強、緩斜面高盛土の補強などに
適用すれば効果が高い
・アデムＦタイプ：緩斜面高盛土
の補強、軟弱地盤上の盛土補
強、軟弱地盤表層処理工などに
適用

－

施工高さ 壁高と上載盛土高さの合計
　　　　　　：20ｍ程度まで

壁高、約20ｍ 同等である。

勾配

垂直壁のみ。勾配対応は多段積
みにて対応。

補強土壁  ｎ＝１：0.0～１：0.5
逆勾配盛土の実験においても実
証されており、垂直勾配でも問題
ないことを確認できた。

申請技術は、壁面勾配を5分まで
設定可能。

自然条件 天候 － － 同等である。

施工管理 施工管理項目及び頻度
「土木工事施工管理基準　盛土
補強工」に準拠

｢アデム技術資料③施工編４．５
施工管理基準｣の各施工管理基
準に準拠

同等である。

難易度 熟練工への依存度
－ 特別な熟練工を必要としない 同等である。

社会環境 リサイクル(現地発生土の利用) 原則として以下の２種類の材料
を用いる。
・細粒分の含有量が25%以下の
材料
・寸法が250mm以下の硬岩ずり
で大小の寸法のものが適度に混
合したもので締固めのしやすい
材料

面状の補強材アデムを使用して
いるため、帯状や棒状の補強材
を使用した他の補強土壁に比べ
ると、土質の適用範囲が広い。

盛土材の適用範囲が広くなるた
め、現地発生土の再利用範囲も
広くなり、リサイクル性が向上す
る。

作業員環境 作業員環境 ｢土木工事安全施工技術指針｣の
｢第1章総則、第2章安全措置一
般｣による

特に問題なし 同等である。

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 　有　（　アデム技術資料②設計編（添付資料－４）　）　

積算基準等 　有　（　アデム技術資料③施工編（添付資料－５）　）　

施工管理基準等 　有　（　アデム技術資料③施工編（添付資料－５）　）　

その他

周辺環境への影響

その他

施工性
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1 15 1
2 
3 16 2
4 15 2
5 15 4
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